
地
理
の
視
点
で
捉
え
た
イ
ス
ラ
ー
ム

厚
木
商
業
高
校
　
　
比
　
　
佐
　
　
隆
　
　
一二

一
、　
は
じ
め
に

地
理
と
歴
史
の
相
互
交
流
を
深
め
る
と
い
う
試
み
が
、
本
年
度
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
た
。
第

一
弾
と
し
て
、
地
理
分
科
会
よ
り
数
名
が
世
界
史
研
究
推
進
委
員

会
に
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
参
加
し
た
。
こ
こ
で
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
を
地
理
の

視
点
で
捉
え
た
内
容
を
、
授
業
で
実
践
し
た
事
例
に
基
づ
き
述
べ
て
み
た
い
。

二
、
導
入

（国
旗
の
デ
ザ
イ
ン
の
共
通
点
）

実
際
の
地
理
の
授
業
で
行

っ
て
い
る
手
法
で
、
黒
板
に
八
か
国
の
国
旗
を
明

示
し
て
ア
ジ
ア

・
ア
フ
リ
カ
の
二
つ
の
地
域
に
分
け
て
質
問
す
る
。
生
徒
の
関

心
は
か
な
り
高
く
、
地
図
帳
で
国
の
場
所
を
確
認
し
な
が
ら
国
名
を
答
え
さ
せ

て
い
く
。
正
解
は
、
マ
レ
ー
シ
ア

・
パ
キ
ス
タ
ン

・
ト
ル
コ

・
ト
ル
ク
メ
ニ
ス

タ
ン

・
ウ
ズ

ベ
キ
ス
タ
ン

（以
上
は
ア
ジ
ア
）
、
チ
ュ
ニ
ジ
ア

・
ア
ル
ジ

ェ
リ

ア

・
モ
ー
リ
タ
ニ
ア

（以
上
が
ア
フ
リ
カ
）
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
国
々
の
国
旗
に
共
通
す
る
デ
ザ
イ
ン
は
、
月
と
星
で
あ
る
。
こ
の

二
つ
は
何
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
か
を
質
問
す
る
。
答
え
は
も
ち
ろ
ん
、
イ
ス
ラ

ー
ム
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
り
、
日
本
の

「
日
の
九
」
は
太
陽
が
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る

の
に
対
し
、
夜
に
登
場
す
る
月
と
星
と
の
対
照
性
を
力
説
す
る
。
つ
ま
り
、
日

本
人
は
太
陽
が
登
場
す
る
昼
を
重
視
し
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
人
々
は
月
と
星
の
出

る
夜
間
が
重
要
な
活
動
時
間
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
く
。

そ
の
理
由
と
し
て
、
イ
ス
ラ
ー
ム
諸
国
の
多
く
は
熱
帯
や
乾
燥
地
帯
に
属
し

高
温
の
昼
を
避
け
、
日
没
後
の
夕
方
か
ら
夜
に
か
け
て
活
動
す
る
習
慣
が
根
強

医

一
一
¨

■

¨

回

チユニジァ

ロ

一

□

¨

い
た
め
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
世
界
最
高
気
温
を
記
録
し
た
回
は
イ
ラ
ク
で
、

ク
ウ
ェ
ー
ト
の
国
境
に
近
い
バ
ス
ラ
市
で
五
人
・八
ｄ

（
一
九
二

一
年
七
月
八

日
）
で
あ
り
、
現
在
も
破
ら
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
イ
ス
ラ
ー
ム
暦
は
月
の
運

行
に
基
づ
く
太
陰
暦
を
使
用
し
、
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
の
五
行
の
一
つ
で
あ
る
断

食

（ラ
マ
ダ
ン
）
で
は
、
日
没
か
ら
夜
明
け
ま
で
の
時
間
帯
は
飲
食
が
許
さ
れ

て
い
る
こ
と
も
記
し
て
お
く
。
以
上
が
導
入
で
、
以
下
は
イ
ス
ラ
ー
ム
の
基
礎

的
事
項
に
つ
い
て
の
展
開
で
あ
る
。

イスラム教徒の分布 (イ スラム事典ほか)

イスラム教は中世のアラブ民族の侵略・交

易活動によつて、海・陸から各地に伝えら

れた。
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三
、
世
界
人
口
の
１
／
６
は
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒

現
在
、
世
界
全
体
で
は
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
が
約

一
一
億
人
を
占
め
て
お
り
、

世
界
三
大
宗
教
の

一
つ
と
な

っ
て
い
る
。
そ
の
分
布
を
見
る
と
、
東
は
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
か
ら
始
ま

っ
て
、
東
南
ア
ジ
ア
か
ら
イ
ン
ド

・
パ
キ
ス
タ
ン
ヘ
と
続
い

て
、
ア
ラ
ビ
ア
半
島
を
経
由
し
て
北
ア
フ
リ
カ
の
ほ
ぼ
全
域
を
占
め
る
。

自
然
環
境
と
し
て
は
、
広
大
な
砂
漠
と
ス
テ
ッ
プ
が
大
半
で
、
年
間
降
水
量

が
非
常
に
少
量
で
あ
り
気
温
の
日
較
差
が
大
き

い
こ
と
が
特
色
で
あ
る
。
農
業

は
オ
ア
シ
ス
農
業
が
卓
越
し
て
、
遊
牧
も
行
わ
れ
て
い
る
。
言
語
は
、
イ
ラ
ン

で
の
ペ
ル
シ
ャ
語
を
除
く
と
、
ほ
と
ん
ど
の
国
で
は
ア
ラ
ビ
ア
語
を
使
用
。

西
暦
六

一
ｏ
年
頃
、
ア
ラ
ビ
ア
半
島
の
メ
ッ
カ

（
マ
ッ
カ
）
で
ム
ハ
ン
マ
ド

が
布
教
を
開
始
し
て
か
ら
は
、
ア
ジ
ア
や
ア
フ
リ
カ
の
国
々
に
勢
力
を
拡
大
し

つ
つ
あ

っ
た
。
ョ
ー
ロ
ッ
パ
も
イ
ス
ラ
ー
ム
の
脅
威
に
何
度
も
見
舞
わ
れ
た
歴

史
を
有
す
る
。　
一
四
五
三
年
に
オ
ス
マ
ン

・
ト
ル
コ
に
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
が
滅
ぼ

さ
れ
た
後
で
も
、
二
回
に
わ
た

っ
て
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
ウ
ィ
ー
ン
が
包
囲
さ
れ

た
が
、
辛
う
じ
て
撃
退
し
た
。
ま
た
、
イ
ベ
リ
ア
半
島
は
長
い
間
イ
ス
ラ
ー
ム

の
支
配
下
に
置
か
れ
、
ス
ペ
イ
ン

・
ポ
ル
ト
ガ
ル
な
ど
に
は
現
在
も
そ
の
文
化

の
影
響
が
残

っ
て
い
る
。

四
、
先
進
的
な
イ
ス
ラ
ー
ム
文
化

①
ア
ラ
ビ
ア
数
字

イ
ン
ド
か
ら
伝
え
ら
れ
た
九
個
の
数
字
と
ゼ
ロ
記
号
に
よ

つ
て
、
ど
ん
な

数
も
簡
単
に
表
現
で
き
る
。
イ
ス
ラ
ー
ム
の
科
学

・
技
術
の
進
歩
に
大
き
な

貢
献
を
し
た
だ
け
で
な
く
、
世
界
標
準
の
数
字
と
な

っ
て
現
在
も
使
わ
れ
て

い
る
。

②
錬
金
術
か
ら
発
達
し
た
化
学

ア
ル
コ
ー
ル

・
ア
ル
カ
リ

・
ソ
ー
ダ

・
シ
ロ
ツ
プ

ｏ
シ
ユ
ガ
ー
な
ど
の
語

源
は
ア
ラ
ビ
ア
語
に
由
来
し
、
当
時
の
発
達
し
て
い
た
イ
ス
ラ
ー
ム
の
化
学

か
ら
ヨ
ー
ロ
ツ
パ
人
が
導
入
し
た
。
そ
の
他
、
医
学

・
数
学

・
天
文
学

・
地

理
学
な
ど
も
発
達
し
た
。

③
ア
ラ
ビ
ア
ン

・
ナ
イ
ト

（千
夜

一
夜
物
語
）

「
シ
ン
ド
バ
ツ
ド
の
冒
険
」
な
ど
で
、
世
界
的
に
有
名
な
文
学
作
品
。
こ

れ
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
商
人
が
活
発
な
交
易
活
動
を
行

っ
た
証
拠
で
も
あ
る
。

五
、
石
油
開
発
と
経
済
格
差

西
ア
ジ
ア
～
北
ア
フ
リ
カ
に
か
け
て
の
地
域
は
石
油
の
宝
庫
で
、
世
界
全
体

の
原
油
確
認
埋
蔵
量
の
七
〇
％
が
集
中
し
て
い
る
。　
一
九
〇
八
年
に
イ
ラ
ン
で

本
格
的
に
採
掘
が
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、
利
益
を
独
占
し
て
い
た
の
は
メ
ジ
ャ
ー

（国
際
石
油
資
本
）
と
呼
ば
れ
る
、
欧
米
の
大
資
本
の
会
社
で
あ

っ
た
。
産
出

国
の
石
油
収
入
は
僅
か
で
あ

つ
た
。

第
二
次
世
界
大
戦
後
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
高
揚
は
こ
の
状
況
を

一
変
さ
せ

る
。　
一
九
六
〇
年
に
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ

（石
油
輸
出
国
機
構
）
、　
一
九
六
八
年
に
は
○

Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ

（
ア
ラ
ブ
石
油
輸
出
国
機
構
）
が
相
次

い
で
形
成
さ
れ
、
メ
ジ
ャ
ー

に
対
抗
す
る
勢
力

へ
と
成
長
し
て
い
く
。　
一
九
七
三
年
の
第
四
次
中
東
戦
争
で

は
、
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
が
原
油
価
格
を
引
き
上
げ
て
石
油
危
機
と
い
う
パ
ニ
ッ
ク
を
起

こ
し
た
が
、
産
出
国
の
石
油
収
入
の
大
幅
増
を
獲
得
し
た
。

し
か
し
、
産
出
国
と
石
油
を
産
出
し
な
い
国
と
の
格
差
が
次
第
に
表
面
化
す

る
と
共
に
、
産
出
国
の
内
部
に
お
け
る
貧
富
の
格
差
も
拡
大
し
、
大
き
な
社
会

問
題
と
な

っ
て
き
て
い
る
。
こ
う
し
た
情
勢
を
背
景
に
、
再
び
イ
ス
ラ
ー
ム
が

見
直
さ
れ
つ
つ
あ
り
、　
一
九
七
九
年
の
イ
ラ
ン
革
命
は

「イ
ス
ラ
ー
ム
原
理
主

義
」
の
大
き
な
勝
利
と
さ
れ
て
い
る
。

-40-



六
、
深
刻
な
地
域
紛
争

①
パ
レ
ス
チ
ナ
問
題

一
九
四
八
年
の
イ
ス
ラ
エ
ル
建
国
以
来
、
ア
ラ
ブ
民
族
と
の
間
で
四
次
に

わ
た
る

「中
東
戦
争
」
が
起
き
て
い
る
。
現
在
も
、
イ
ス
ラ
エ
ル
と
Ｐ
Ｌ
Ｏ

の
暫
定
和
平
が
模
索
さ
れ
て
い
る
。

②
レ
バ
ノ
ン
内
戦

一
九
五
八
年
に
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
と
の
対
立
か
ら
始
ま

り
、
泥
沼
の
内
戦
で
レ
バ
ノ
ン
の
国
土
が
荒
廃
し
た
。

③
イ
ラ
ン

・
イ
ラ
ク
戦
争

一
九
八
〇
年
～
八
八
年
に
イ
ラ
ク
が
イ
ラ
ン
革
命
を
食

い
止
め
る
た
め
に

引
き
起
こ
し
た
戦
争
で
、
互
い
の
国
力
を
消
耗
し
て
湾
岸
戦
争
の
遠
因
と
も

な

っ
た

。

④
湾
岸
戦
争

一
九
九
〇
～
九

一
年
に
イ
ラ
ク
が
ク
ウ

ェ
ー
ト
を
侵
略
し
て
始
ま

っ
た
戦

争
で
、
最
終
的
に
は
欧
米
の
多
国
籍
軍
が
参
戦
し
て
終
結
し
た
。

七
、
中
東
と
西
ア
ジ
ア

「中
東
」
と
い
う
用
語
は
、
か
つ
て
大
英
帝
国
の
植
民
地
省
が
ア
ジ
ア
の
植

民
地
の
地
域
区
分
で
使
用
し
た
こ
と
に
由
来
す
る
。
「
中
東
」
に
明
確
な
定
義

は
な
く
、
時
代
と
共
に
示
す
領
域
も
変
化
し
て
き
た
。
イ
ギ
リ
ス
が
使

い
始
め

た
こ
の
用
語
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
心
の
見
方
で
、
日
本
で
使
用
す
る
こ
と
に
は
間

題
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

①
近
東

オ
ス
マ
ン

・
ト
ル
コ
帝
国
の
領
土
に
ア
ラ
ビ
ア
半
島
を
加
え
た
領
域

②
中
東

イ
ラ
ン

・
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

・
イ
ン
ド

・
ビ
ル
マ

（ミ
ャ
ン
マ
ー
）
を
総

称
し
て
呼
ん
だ
の
が
始
ま
り
。　
一
般
的
に
は
、
北
限
が
ト
ル
コ

・
南
限
が
ア

ラ
ビ
ア
半
島
、
東
限
が
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

・
西
限
ガ
ス
ー
ダ
ン
と
い
う
範
囲

が

「中
東
」
で
あ
る
が
、
確
か
な
定
義
は
な
い
。

ま
た
、
「
中
東
」
＝

「
イ
ス
ラ
ー
ム
圏
」
と

い
う
概
念
で
使
用
さ
れ
る
場

〈
甲
も
″夕
い
。

③
極
東

日
本

・
韓
国

。
中
国
を
総
称
し
て
呼
ぶ
が
、
東
南
ア
ジ
ア
を
加
え
る
場
合

も

あ

る
ｃ

※
地
理
の
用
語
で
は
、
「中
東
」
は
避
け
る
傾
向
が
強
い
。
地
理
の
教
科
書
で

は
、
「西
ア
ジ
ア
」
と
い
う
地
域
区
分
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
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